
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

共
同
研
究
室

昭
和
五
一
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
七
目
）

▼
テ
ー
マ
　
最
近
の
ソ
連
学
界
に
お
げ
る
「
経
済
的
杜
会
構
成
体
」

　
　
　
　
研
究

　
報
告
者
　
小
檜
山
政
克
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
本
誌
研
究
ノ
ー
ト
の
項
に
掲
載
）

昭
和
五
一
年
度
第
二
回
研
究
会
（
五
月
二
十
一
日
）

▼
テ
ー
マ
　
経
済
雑
誌
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
週
刊
経
済
誌
を
中
心
に

　
報
告
者
　
高
内
俊
一
氏

報
告
要
旨

　
－
　
経
済
雑
誌
の
創
刊
と
創
始
者

　
東
京
経
済
雑
誌
　
　
一
八
七
九
　
　
田
　
口
卯
吉

　
東
海
経
済
新
報
　
　
一
八
八
○
　
　
犬
養
　
　
毅

　
　
目
本
理
財
雑
誌
　
　
一
八
八
九
　
　
天
野
為
之

　
東
洋
経
済
新
報
　
　
一
八
九
五
　
　
町
田
忠
治

　
実
業
之
目
本
　
一
八
九
七
増
田
義

　
実
業
之
世
界
　
　
一
九
〇
八
　
野
依
秀
市

の

ダ
イ
ヤ
モ

ェ
コ
ノ
ミ

経
済
往

サ
ラ
リ
ー

経
　
済
　
知

ソスマ
“

トト来ン識

二
二
八

一
九
一
三

一
九
二
三

一
九
二
六

一
九
二
八

一
九
二
九

（
四
三
二
）

　
石
山
賢
吉

　
大
阪
毎
日
新
聞
杜

　
日
本
評
論
杜

　
長
谷
川
国
雄

　
後
藤
登
喜
男

　
皿
　
創
刊
の
経
緯
と
時
代
的
背
景

　
◇
東
京
経
済
雑
誌
　
　
自
由
民
権
運
動
の
一
環
で
あ
る
経
済
的
自
由

主
義
主
張
の
場
と
し
て
田
口
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ソ
・
ユ

コ
ノ
、
・
・
ス
ト
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
田
口
自
身

に
よ
る
っ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　
「
余
輩
嘗
て
英
国
銀
行
士
シ
ャ
ソ
ド
氏
と
親
交
す
。
一
目
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
新
聞
の
其
卓
上
に
あ
る
を
観
、
氏
に
語
っ
て
目
く
、
目
本
亦
此
の

如
き
新
聞
な
か
る
べ
か
ら
ず
と
。
氏
笑
っ
て
日
く
、
余
恐
ら
く
は
目
本

の
富
未
だ
之
を
発
す
る
能
は
ざ
る
な
り
と
。
鳴
浮
氏
の
此
語
や
、
固
よ

り
座
間
の
一
笑
語
に
。
出
づ
る
と
難
も
、
其
余
に
於
げ
る
や
、
宛
も
鉄
針
の

胸
を
刺
す
が
如
き
を
覚
え
た
り
１
乃
ち
氏
に
約
す
る
に
、
余
必
ず
此
一

種
の
雑
誌
を
目
本
に
興
し
て
氏
に
示
す
べ
き
を
以
て
せ
り
。
…
…
然
る

に
昨
騰
の
末
銀
行
課
長
岩
崎
小
二
郎
君
、
第
一
銀
行
頭
取
渋
沢
栄
一
君

等
、
余
が
為
め
に
銀
行
雑
誌
と
理
財
新
報
と
を
合
併
し
て
一
大
雑
誌
と



な
し
、
更
に
そ
の
探
究
を
精
密
に
し
て
刊
行
せ
ん
事
を
論
議
せ
ら
れ
た

り
。
：
…
・
私
に
以
為
ら
く
、
宿
志
を
遂
げ
経
済
雑
誌
を
創
立
し
で
、
以
て

シ
ャ
ソ
ド
氏
に
示
す
の
好
機
は
実
に
斯
に
在
り
と
…
…
」
　
（
同
誌
第
一

号
、
明
治
士
奉
一
月
二
十
九
目
発
行
）
一
九
二
三
年
ご
ろ
ま
で
存
続

　
◇
東
海
経
済
新
報
　
　
田
口
の
自
由
貿
易
主
義
に
対
抗
し
て
保
護
貿

易
主
義
を
標
傍
し
て
豊
川
良
平
、
柴
四
郎
ら
三
菱
の
援
助
の
も
と
に
犬

養
を
主
幹
と
し
て
発
刊
。
八
二
年
に
廃
刊
。

　
◇
東
洋
経
済
新
報
　
　
町
田
忠
治
の
『
創
刊
当
時
の
思
出
』
　
（
同
誌

創
刊
三
十
周
年
記
念
号
１
１
大
正
十
四
年
十
一
月
十
四
目
発
行
）
に
よ
る
と

　
「
（
明
治
二
十
七
、
八
年
の
目
清
）
戦
争
の
終
局
と
共
に
、
如
何
に
し
て

戦
後
の
経
営
策
を
樹
て
、
戦
勝
の
効
果
を
完
与
す
べ
き
か
の
問
題
が
著

く
有
識
者
の
問
に
改
究
せ
ら
れ
、
論
議
縦
横
の
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の

最
も
重
要
視
す
べ
き
は
財
政
経
済
上
の
諸
間
題
で
あ
っ
て
…
戦
後
の

重
要
問
題
は
一
に
財
政
経
済
方
面
に
集
中
せ
る
の
観
が
あ
っ
た
。
．
．

（
こ
れ
を
）
機
と
し
て
余
は
財
政
経
済
の
専
門
雑
誌
を
発
行
す
る
の
必

要
を
痛
感
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
及
び
ス
タ
チ
ス
ト
の
二
雑

誌
を
折
衷
せ
る
体
制
を
以
て
、
之
を
試
み
ん
と
は
、
二
十
八
年
の
初
に

於
て
、
余
の
已
に
計
画
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
…
」

　
ま
た
石
橋
湛
山
の
「
湛
山
回
想
」
に
よ
る
と

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
「
東
洋
経
済
新
報
が
明
治
二
十
八
年
に
出
来
た
の
は
…
…
ま
っ
た
く

日
清
戦
争
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
　
（
勝
利
に
ょ
る
国
民
的
自
信
と
望
外
の
償

金
の
獲
得
に
よ
る
金
本
位
制
の
採
用
、
他
方
で
の
三
国
千
渉
に
伴
う
『
富
国
強
兵
』

の
必
要
性
等
）
…
…
東
洋
経
済
新
報
は
、
　
か
よ
う
に
物
質
的
に
も
精
神

的
に
も
、
目
本
の
経
済
が
大
い
に
興
る
べ
き
事
情
を
備
え
た
時
期
に
お

い
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ソ
ド
氏
の
い
わ
ゆ
る
『
目
本
の
富
』
換

言
す
れ
ぱ
時
代
の
要
求
が
、
こ
れ
を
発
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
◇
実
業
之
目
本
　
　
日
清
戦
争
後
の
”
実
業
勲
〃
に
浮
か
さ
れ
た
時

代
風
潮
を
狙
っ
て
発
刊
さ
れ
、
　
「
財
界
の
プ
ラ
ス
サ
イ
ド
の
紹
介
」
に

重
点
を
お
い
て
編
集
。
こ
の
雑
誌
を
中
心
に
増
田
は
同
じ
越
後
出
身
の

大
橋
佐
平
の
博
文
館
と
競
争
、
犬
正
時
代
初
期
の
雑
誌
界
の
王
座
を
確

保
す
る
。

　
◇
タ
イ
ヤ
モ
ソ
ト
　
　
毎
夕
新
聞
を
辞
め
て
浪
人
中
の
石
山
か
松
永

安
右
衛
門
か
ら
五
〇
円
も
ら
っ
て
始
め
た
雑
誌
。
第
一
次
大
戦
に
と
も

な
う
ブ
ー
ム
”
会
杜
狂
時
代
〃
の
波
に
の
り
、
会
杜
の
決
算
報
告
の
解

剖
、
資
産
内
容
の
紹
介
を
売
物
に
売
行
激
増
。
東
洋
経
済
新
報
と
肩
を

並
べ
る
に
い
た
る
。

　
◇
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
　
第
一
次
大
戦
の
”
大
衆
杜
会
化
〃
状
況
を
背

景
に
大
阪
毎
目
新
聞
が
堂
島
へ
の
新
館
移
転
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
（
四
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

て
『
サ
ソ
デ
ー
毎
日
』
（
一
九
二
二
年
）
な
ど
と
と
も
に
発
行
し
た
も
の
。

専
務
高
木
利
太
、
経
済
部
長
佐
藤
密
蔵
（
初
代
編
集
長
“
作
家
佐
藤
紅

緑
の
兄
）
岡
実
（
前
農
商
務
省
商
工
局
長
、
　
『
大
毎
』
顧
間
と
し
て
入

杜
、
初
代
監
修
者
）
が
中
心
。
岡
の
回
顧
に
よ
る
と
、

　
「
当
時
本
山
杜
長
は
経
済
記
事
は
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
げ
で
は
足
ら

ぬ
。
も
う
一
歩
進
ん
で
奥
に
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
か
ら
く
り
な
り
理
論
な
り

を
知
り
た
い
と
い
う
読
者
が
ま
す
ま
す
多
き
を
加
へ
る
だ
ろ
う
。
経
済

問
題
が
政
治
問
題
を
支
配
し
、
ま
た
財
政
問
題
が
政
治
問
題
の
枢
軸
と

な
る
時
代
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
際
一
つ
経
済
雑
誌
を
起
し
、
大

毎
、
東
目
両
経
済
部
員
が
協
力
す
る
。
そ
の
中
問
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
部

を
新
設
し
て
一
切
を
統
合
し
て
経
済
雑
誌
を
発
行
し
た
い
。
そ
れ
で
主

筆
と
い
う
か
、
あ
る
い
は
監
修
者
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
貰
い

た
い
と
の
頼
み
が
あ
っ
て
…
…
」
。
　
（
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
昭
和
十
三
年
四
月

二
十
一
日
号
）

　
皿
　
性
格
と
特
徴

　
は
　
類
型
　
倒
政
策
（
マ
ク
ロ
）
志
向
型
　
　
東
京
経
済
雑
誌
、
東
洋

経
済
、
エ
コ
ノ
、
、
・
ス
ト
　
似
企
業
分
析
（
ミ
ク
ロ
）
志
向
型
　
　
実
業
之

目
本
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
実
業
之
世
界

　
２
－
○
Ｏ
働
の
特
徴
　
　
国
家
主
義
的
色
彩
は
強
い
、
そ
の
意
味
て
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
　
（
四
三
四
）

本
的
な
が
ら
一
応
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
基
調
に
す
え
る
。
モ
デ
ル
は
い
ず

れ
も
ロ
ソ
ド
ン
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
目
本
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
は
、

雑
誌
名
は
も
と
よ
り
、
題
字
の
ヒ
ゲ
文
字
、
表
紙
の
全
面
銀
行
広
告
、

記
事
構
成
ま
で
ま
ね
て
い
る
。

　
岬
　
新
聞
と
の
つ
な
が
り
お
よ
ぴ
個
人
雑
誌
的
性
格
　
　
　
『
エ
コ
ノ

、
、
・
ス
ト
』
は
『
大
毎
』
、
町
田
は
『
報
知
』
、
増
田
は
『
読
売
』
、
石
山

は
『
目
本
新
聞
』
、
『
毎
夕
新
聞
』
記
者
出
身
。
経
済
雑
誌
と
経
済
ニ
ュ

ー
ス
と
の
関
連
お
よ
び
発
展
。
ま
た
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
を
の
ぞ
き
、

い
ず
れ
も
個
人
雑
誌
的
経
営
で
ス
タ
ー
ト
。

　
↑
り
　
財
界
と
の
結
ぴ
つ
き
　
　
町
田
は
山
本
達
雄
、
朝
吹
英
二
、
渋

沢
栄
一
な
ど
の
援
助
を
う
げ
て
発
刊
、
石
山
も
松
永
、
福
沢
桃
介
、
服

部
金
太
郎
か
ら
の
資
金
援
助
あ
り
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
初
代
編
集
長
佐

藤
も
、
井
上
準
之
助
、
米
山
桜
吉
ら
の
協
力
約
束
を
と
り
っ
げ
て
発
行

に
踏
切
っ
て
い
る
。

　
旧
　
時
代
の
投
影
　
　
発
刊
当
時
の
杜
会
・
経
済
情
勢
を
反
映
し
て

発
刊
さ
れ
た
雑
誌
の
性
格
が
現
在
ま
で
引
継
が
れ
て
い
る
。
雑
誌
も
時

代
の
売
物
。

　
ｖ
　
経
済
誌
の
役
割
　
　
経
済
政
策
論
的
視
点
か
ら
の
若
干
の
間
題

　
　
点



　
ｏ
ｏ
　
経
済
誌
の
発
達
史
Ｈ
資
本
主
義
発
達
史
。
世
界
で
最
古
の
経
済

誌
ロ
ソ
ド
ソ
『
ユ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
発
刊
は
一
八
四
三
年
、
十
八
世
紀

後
半
に
始
ま
る
産
業
革
命
が
終
り
、
資
本
主
義
の
確
立
さ
れ
た
時
期
を

背
景
に
し
て
い
る
。
こ
の
間
数
十
年
。
　
『
東
京
経
済
雑
誌
』
の
発
刊
は

明
治
十
二
年
。
明
治
維
新
後
わ
ず
か
十
年
そ
一
」
そ
こ
。
本
格
的
な
経
済

誌
と
し
て
登
場
し
た
『
東
洋
経
済
』
に
し
て
王
二
〇
年
た
っ
て
い
な
い
。

目
本
資
本
主
義
の
上
か
ら
の
短
時
日
で
の
強
行
的
育
成
に
対
応
。
経
済

誌
の
発
展
史
１
１
目
本
資
本
主
義
発
展
史
の
一
側
面
。
　
（
東
洋
経
済
１
１
産
業

資
本
形
成
期
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
Ｈ
産
業
資
本
確
立
、
独
立
資
本
主
義
の
形
成
期
、

ユ
コ
ノ
ミ
ス
ト
Ｈ
独
占
資
本
主
義
確
立
、
全
般
的
危
機
移
行
期
に
対
応
）

　
四
政
策
決
定
過
程
へ
の
雑
誌
の
影
響
力
　
　
た
と
え
は
金
解
禁
論

争
に
お
け
る
『
東
洋
経
済
』
の
新
平
価
解
禁
の
主
張
、
あ
る
い
は
同
誌

の
初
期
に
お
け
る
保
護
貿
場
反
対
、
普
選
の
主
張
、
軍
部
批
判
、
戦
時

中
に
お
け
る
言
論
の
自
由
の
主
張
等
、
個
別
署
名
論
文
の
役
割
と
は
異

な
る
雑
誌
白
体
の
論
調
が
政
策
決
定
当
事
者
に
与
え
た
影
響
の
分
析
。

雑
誌
は
時
代
の
投
影
で
あ
る
と
同
時
に
１
時
代
に
働
き
か
け
る
側
面
を
持

っ
て
い
る
。
具
体
的
な
政
策
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
の
一
環
と
し
て

の
重
要
性
。

共
同
研
究
室

昭
和
五
十
一
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
四
日
）

▼
テ
ー
マ
　
「
日
本
電
気
・
電
子
機
器
製
造
業
に
お
げ
る
巨
大
企
業
と

　
　
　
　
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成
」

　
報
告
者
　
坂
本
和
一
氏

　
報
　
告
要
旨

　
本
報
告
は
、
具
体
的
に
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
の
日
本
の
電
気
．

電
子
機
器
製
造
業
に
お
げ
る
巨
大
企
業
と
寡
占
的
市
場
構
造
の
彩
成
過

程
を
、
電
球
↓
ラ
ジ
オ
↓
テ
レ
ビ
↓
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
量
産
型
基

軸
製
品
の
歴
史
的
展
開
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
あ
き
ら
か
に
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
研
究
を
通
し
て
さ
ら
に
あ
き
ら
か
に
し
た
か
っ

た
こ
と
は
、
寡
占
的
市
場
構
造
形
成
の
規
定
要
因
お
よ
び
そ
の
形
成
過

程
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
理
論
的
な
問
題
提
起
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
日
本
の
電
気
・
電
子
機
器
製
造
業
に
お
け
る
巨
大
企
業

と
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
の
部
分

に
つ
い
て
は
省
略
し
（
こ
の
部
分
に
っ
い
て
は
い
ず
れ
何
ら
か
の
彩
で
公
表
し

た
い
）
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
あ
き
ら
か
に
し
た
か
っ
た
理
論
的
な
仮
説
を

か
ん
た
ん
に
紹
介
Ｌ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
ｏ
ｏ
　
現
代
巨
大
企
業
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
三
一
　
（
四
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

　
こ
れ
ま
で
報
告
者
が
進
め
て
き
た
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
機
構
の
研

究
（
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
』
有
斐
閣
、

一
九
七
四
年
、
お
よ
び
『
現
代
資
本
主
義
の
生
産
様
式
』
青
木
書
店
、
一
九
七
六

年
を
参
照
）
と
本
報
告
で
対
象
と
し
た
電
機
製
造
業
（
電
気
・
電
子
機
器
製

造
業
の
こ
と
を
以
下
こ
う
呼
ぶ
）
に
お
げ
る
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
機
構

の
研
究
を
ふ
ま
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
生
産
機
構
の
基
礎
構
造
を
な

す
生
産
単
位
（
事
業
所
）
編
成
上
の
特
徴
と
い
う
視
点
か
ら
、
同
じ
く
現

代
巨
大
企
業
と
い
っ
て
も
二
つ
の
対
極
的
な
パ
タ
ー
ソ
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

　
第
一
。
鉄
鋼
業
巨
大
企
業
…
…
そ
れ
が
包
摂
す
る
生
産
単
位
は
、
¢

そ
れ
ほ
ど
多
数
で
は
な
い
、
　
同
種
の
も
の
が
か
な
り
並
存
し
て
い
る
、

　
き
わ
め
て
巨
大
な
規
模
を
も
っ
て
い
る
（
投
下
資
本
額
で
み
る
と
、
一
、

○
○
○
億
円
以
上
の
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
）
。

　
第
二
。
電
機
製
造
業
巨
大
企
業
・
－
…
そ
れ
が
包
摂
す
る
生
産
単
位
は
、

¢
第
一
の
場
合
に
く
ら
べ
る
と
著
し
く
多
数
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
多
数

の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
製
造
品
目
を
異
に
し
て
お
り
、
多
様
で
あ
る
、
　

し
か
し
他
方
、
規
模
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
（
投
下
資
本
額
五

〇
～
一
〇
〇
億
円
の
も
の
が
普
通
で
あ
る
）
。

　
そ
の
他
の
産
業
の
巨
大
企
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
以
上
の
よ
う
た
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
四
三
六
）

つ
の
対
極
の
中
間
に
、
種
々
の
色
合
で
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
巨
大
企
業
の
二
つ
の
対
極
的
な
バ
タ
ー
ソ
を
描
い

て
み
る
と
、
前
掲
拙
著
に
集
約
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
報
告
者
の
研
究
は
、
実
は

主
と
し
て
第
一
の
、
鉄
鋼
業
巨
大
企
業
の
パ
タ
ー
ソ
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
）

　
吻
　
寡
占
的
市
場
構
造
形
成
の
二
つ
の
バ
タ
ー
ン

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
巨
大
企
業
の
二
っ
の
対
極
的
な
パ
タ
ー

ン
が
存
在
す
る
基
礎
に
な
っ
て
い
る
二
つ
の
産
業
の
市
場
構
造
の
特
徴

を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
基
軸
的
な
品
目
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
多
，

少
度
合
の
相
異
は
あ
っ
て
も
、
寡
占
的
市
場
構
造
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
は
基
本
的
な
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
鋼
業
と

電
機
製
造
業
の
巨
大
企
業
は
、
一
方
で
は
、
生
産
単
位
編
成
上
の
特
徴

の
点
、
と
り
わ
げ
そ
の
規
模
的
水
準
の
点
で
は
対
極
的
な
特
徴
を
も
っ

て
い
る
が
、
他
方
、
寡
占
的
市
場
構
造
を
彩
成
す
る
と
い
う
点
で
は
共

通
点
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
前
提
と
す
る
と
き
、
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

鉄
鋼
業
と
電
機
製
造
業
と
で
同
じ
く
寡
占
的
市
場
構
造
が
形
成
さ
れ
る

に
し
て
も
、
そ
れ
を
規
定
す
る
要
因
、
す
た
わ
ち
具
体
的
に
は
参
入
障

壁
の
移
成
要
因
に
質
的
た
相
異
が
あ
る
の
で
は
た
い
か
と
い
う
こ
と
で



あ
る
。

　
こ
の
点
を
結
論
的
に
シ
ェ
ー
マ
化
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
第
一
。
鉄
鋼
業
の
場
合
…
・
－
生
産
力
の
発
展
↓
生
産
設
備
お
よ
び
組

織
の
シ
ス
テ
ム
化
度
合
の
高
度
化
（
具
体
的
に
は
銑
鋼
一
貫
製
鉄
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
）
↓
一
方
で
は
生
産
シ
ス
テ
ム
実
現
の
た
め
の
最
低
必
要
資
本

量
の
巨
大
化
、
し
た
が
っ
て
資
本
調
達
の
困
難
性
、
他
方
で
は
規
模
の

経
済
性
の
増
大

　
こ
の
場
合
に
は
、
製
品
の
内
容
そ
の
も
の
は
基
本
的
に
は
変
化
し
な

い
。
変
化
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
主
と
し
て
生
産
シ
ス
テ
ム
の
方

で
あ
る
。

　
第
二
。
電
機
製
造
業
の
場
合
　
　
生
産
力
の
発
展
↓
一
方
で
は
製
品

の
シ
ス
テ
ム
化
度
合
の
高
度
化
（
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ぱ
電
球
↓
ラ
ジ
オ

↓
テ
レ
ビ
↓
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
よ
う
な
量
産
型
基
軸
製
品
の
展
開
）
と
、

他
方
で
は
製
品
シ
ス
テ
ム
の
基
幹
部
品
技
術
の
高
度
化
（
具
体
的
に
は
、

た
と
え
ぱ
真
空
管
↓
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
↓
集
積
回
路
〔
Ｉ
Ｃ
〕
↓
大
規
模
集
積
回
路

〔
Ｌ
Ｓ
Ｉ
〕
と
い
う
よ
う
な
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
展
開
）
↓
一
方
で
は
新

製
品
開
発
の
投
機
性
、
他
方
で
は
製
品
開
発
必
要
資
本
量
の
巨
大
化
、

し
た
が
っ
て
資
本
調
達
の
困
難
性

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
第
一
の
場
合
と
対
照
的
に
、
こ
の
場
合
に
は
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
性

格
そ
の
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
す
る
わ
げ
で
は
な
い
。
変
化
す

る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
む
し
ろ
製
品
シ
ス
テ
ム
の
方
で
あ
る
。

　
（
な
お
、
こ
こ
で
は
…
の
認
識
を
前
提
と
し
た
上
で
の
考
察
な
の
で
、
参
入
障

壁
と
い
っ
て
も
生
産
機
構
に
か
か
わ
る
眼
り
で
の
参
入
障
壁
形
成
要
因
が
考
慮

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
）

　
閉
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成
過
程

　
と
こ
ろ
で
、
寡
占
的
市
場
構
造
は
、
そ
の
彩
成
を
規
定
す
る
要
因
１
１

参
入
障
壁
の
彩
成
要
因
が
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
場
合
の
ど
ち
ら
で
あ

る
に
し
て
も
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
市
場
構
造
の
二
段
階
の
変
質
過
程
を
経

て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
段
階
。
独
占
的
市
場
構
造
の
形
成
…
－
・
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、

ま
ず
市
場
の
大
部
分
（
た
と
え
ば
九
〇
％
と
か
八
○
％
と
い
う
）
を
占
拠
す

る
よ
う
な
単
一
た
い
し
ご
く
少
数
の
巨
大
企
業
が
形
成
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
他
方
で
多
数
の
中
小
企
業
が
同
一
市
場

に
存
立
し
、
ま
た
参
入
し
て
お
り
、
巨
大
企
業
と
競
争
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
巨
大
企
業
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
は
ま
だ
き
わ

め
て
不
安
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
逆
説
的
に
み
え
る
が
、
参
入
障
壁

が
ま
だ
き
わ
め
て
未
成
熟
な
段
階
で
あ
る
（
鉄
鋼
業
で
い
え
ぱ
平
炉
製
鋼
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三
　
（
四
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

が
支
配
的
で
あ
り
、
ま
だ
ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
段

階
。
電
機
製
造
業
で
い
え
ぱ
電
球
や
ラ
ジ
オ
が
基
軸
製
品
で
あ
る
段
階
）
。

　
第
二
段
階
。
寡
占
的
市
場
構
造
の
彩
成
…
…
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、

単
一
で
は
な
く
、
複
数
の
、
し
か
し
ご
く
少
数
の
巨
大
企
業
が
市
場
の

一
〇
〇
％
な
い
し
こ
れ
に
近
い
も
の
を
占
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
他
方
、

前
の
段
階
に
。
は
ま
だ
同
一
市
場
に
存
立
し
得
て
い
た
多
数
の
中
小
企
業

は
も
は
や
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
に

お
い
て
は
、
競
争
は
巨
大
企
業
同
志
の
競
争
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
数

の
巨
大
企
業
間
に
お
い
て
は
価
格
の
協
調
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
り
、

価
格
は
き
わ
め
て
硬
直
的
た
も
の
と
た
る
。
こ
れ
は
、
参
入
障
壁
の
成

熟
が
進
ん
だ
段
階
で
あ
る
（
鉄
鋼
業
で
い
え
ぱ
ホ
ヅ
ト
ス
ト
リ
ヅ
ブ
．
、
、
、
ル

が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
転
炉
〔
Ｌ
Ｄ
転
炉
〕
製
鋼
法
が
支
配
的
た
も
の
と
な
っ
た
段

階
。
電
機
製
造
業
で
い
え
ぱ
テ
レ
ヒ
、
さ
ら
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
が
基
軸
製
品
と
な

る
段
階
。
）

　
時
期
的
に
い
え
ぱ
、
第
一
段
階
が
始
ま
る
の
は
い
う
ま
で
も
た
く
一

九
世
紀
末
期
の
こ
と
で
あ
り
、
第
二
段
階
に
移
行
し
て
い
く
の
は
一
九

三
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（
以
上
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
た
場
合
の
こ

と
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
四
　
（
四
三
八
）

昭
和
五
一
年
度
第
四
回
研
究
会
（
六
月
十
八
目
）

▼
テ
ー
ブ
　
ヘ
ー
ゲ
ル
疎
外
論
・
そ
の
現
実
的
基
礎
と
論
理

　
報
告
者
　
向
井
俊
彦
氏

昭
和
五
一
年
度
第
五
回
研
究
会
（
七
月
二
日
）

▼
テ
ー
マ
　
「
所
有
論
」
か
ら
「
管
理
論
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
と
杜
会
主
義
の
経
済
学
体
系
に

　
　
　
　
　
よ
せ
て
の
一
間
題
提
起

報
告
者
　
芦
田
　
文
夫
氏




